
■グループ①

●地域づくりへの感想

最初は推進会議
の意味がわから
なかった

今は理解でき
た！

●アクションプランに関する意見

・多世代
・障害者も高齢
者も子供も

東団地では行っ
ている！

北団地の空地を
活用！

スポンサー企業
を見つける

①地域食堂

②ハロウィン たこやき、甘酒
など

東団地で開催を
した。大成功！ やり手がいない。

さくら台自治会
でもハロウィン
をした！

住民にボラン
ティアを応募！
地元の大学生に
スマホ教室

③目的別教室

推進会議
知っている３
知らない０

●その他

高齢者を助ける
ためTeam城山
手を設立した

防災の大切さ

SNSは便利だ
けど、議論でき

ない

緊急連絡網の必
要性

PTAのやり手
がいない

子供も少ない
（城山手）

城山手自治会
LINEで連絡を
行っている

●桜台団地でも開催している。

●城山手で、スマホ教室や歌教室を開催している。

●城山手では、年代ごとの数を把握しているため、自治会の活
動の内容の検討等に活かせるのではと参考になった。

●イベントやる際の人手不足とは、準備から当日運営まで、様々
な役割の人不足と捉える必要がある。同じ世代ででもグループ
を作ることが必要ではないか。

●子供が集まるきっかけづくりが大事。

●全体として、良い意見交換になり、繋がりができて良かった。
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■グループ②

●地域づくりへの感想

●アクションプランに関する意見

フリマ
集まるのでは
よい場があれば

高齢者向けイベ
ントあるといい
オープンに
別地区でも

東団地の
ハロウィンは
よい

長房小や自治会
児童館へ掲示
だれでもOK

②ハロウィン

もちつき
↓

お父さんが参加

70代後半の人
が中心になって

いる

回覧板を
隣の人に
渡すのが大事

年配の人には
遊びにきて
もらう感じ

子どもたち同士
の交流もない

中郷児童館は
子どもが企画し
イベントを
している

若い人は
紙を見ないので
回覧板は×

日々の生活で
地域に関心を
もってほしい

自治会は何の
ために入る？
交流もない

コロナで
地域の活動が
とまっている

横川中、陵南中
長房中学校区に
抵抗感

交通安全協会
女性防火協会
入ってない

推進会議が
軌道にのって
いない

今のメンバーが
軸になっていく

町会としても
重要
歯がゆい

子ども会のお父
さんお母さんに
参加してほしい

防災講演会が
あった

推進会議
しらない

小中一貫校に
なるので
地域の交流を
と思っていた

仕事をしていて、
子どももいて、
日曜にそうそう
来れない

安全安心

町会を見てくれ
ない

若い人こない

人数だけ増やし
てもうまくいか

ない

老人ホームの中
に保育園ある
ちょっとした
交流できる

初めて知った
何のための会
議？

④フリーマーケット③目的別教室

●アクションプランについては、概ね提案項目を推進することで了承を得られた。
●推進会議があれば、町会がいらなくなるのではないか。
●安心・安全を考えていきたい。



■グループ②【続き】

若い人が参加
できるように

中学生が
高齢施設の体験

子どもたちが長
房よくする、ど
うしたいか話す

子どものために
なら、動く大人
はいるのでは？

30～50代に
参加してほしい
関心もってほし

い

自分も30～50
代の時は参加で
きていなかった

ここに住んでい
ない人も

参加している？

地域が（中学校
区）わかりやす
いとよい

私も
入ってるんだ

若い人へ関心の
もたせ方がへた

●その他

子どもがスポイ
ル？高齢者が孤

立

このような会議
に参加を

「地域のために
何かを」だが
笛吹けど踊らず

●イベント等の活動について、子どもの視点を取り入れる、もしくは子どもが 主
軸となって活動していくことができるとの意見が出た。中学生からあらゆる世代
に交流が広がるとよいとの期待が見られた。

●自治会・町会等の活動に現役世代の方の参加をもっと促したいとの意見が
多数出た。



■グループ③

●地域づくりへの感想

何をやってるか
分からない
知らない

実現に向けて前
進しているのか

な？

●アクションプランに関する意見

ふれあい館で
地域食堂を！

子どもの
食事改善‼

大人→300円
子ども→無料
はどうか？

どうやって
続けていくか？

①地域食堂

多世代 ［不安］
コロナ感染

感染者不安
↓

お弁当配付のみ

なんで知らない
んだろう
※周知不足？

知りようがない
知る方法がない

大勢来てしまう
とどうなの？

ひまわりサロン
第３月曜月１回

東団地でやって
いる！

今は子ども向け

東団地から長房
ふれあい館まで
歩いたらどう
か？

コピテラスを
有効活用！
どうか？

東団地より
広げていく！

②ハロウィン

具体的な話を
聞けた

進んできている
なという印象

●知っている方もいれば知らない方もいた。全く分からないという方もあった。

東団地鈴木さん
より紹介

東団地のイベン
ト発信が多い



■グループ③ 【続き】

●アクションプランに関する意見

③目的別教室

手芸教室
男性もどうぞ介護教室

子育て世代に向
けて

安く買えるから
イイネ

人が来ることが
まず大事

④フリーマーケット

はちバスより
小さいバス！

地域の無料コ
ミュニティバス

外へ出る
きっかけになる

●その他

西団地から
アルプスは遠い

植物の会
探してもない

but
高尾山にはたく
さんある‼

原因
①歩ける人少な

い
②植物少ない

場所代ネック

月に２回「笑い
ヨガ」やってる

帰りにアルプス
で買い物
アルプスにも
メリット

場所は…ない コピオ２階まだ
空いてる⁉

・長房ふれあい
館

・市民センター
・長房包括

場所が…
どうする？ コピオ前の公園 コピオ駐車場

●さまざまな活動が生まれるのはよいが、「ふれあい団地」への道がゆるやか
な上り坂になっており、高齢者の移動が大変で参加しにくいとの話題が出た。こ
こから、活動に参加しやすくするための移動支援が必要との提案があり、そうし
た移動手段があれば、なく、色々な目的に活用でき、ひきこもりも減るのではと
の指摘があった。

受け皿を広くす
ること

集まる場所が
無い？

使える場所を
市民が知らない
周知不足

たくさんの人が
繋がっていける
と良い



■グループ④

●アクションプランに関する意見

全部できたらい
いが、地域食堂
はしてほしい

地域食堂
良い取組
子供も参加可

やらない理由が
みあたらない‼

①地域食堂

②ハロウィン

広い対象も
good

お年よりが多い
ので、料理が
困っている（1
人世帯が多い）

毎日の食事がコ
ミュニケーショ

ン
仲間づくりにも

中学生など、授
業でフードロス
をやっている

子どもがいない
と難しい

若い人は仕事優
先なので参加が
難しい

実際に親と連携
して実施した

・会場づくり
・過去の活動
への参加

③目的別教室 スマホが難しい、
あったらうれし

い
茶話会の場

子育てはじめの世
代は、３ヶ月や
６ヶ月検診でチ
ケットがあれば参
加しやすい

地域食堂で、別
のしかけが出来
るのでは？

ボードゲームを
置いておくと親
どうしも話せる

●まちづくりの動き・活動については、活動全部は知らないけど、
一部は知っているという方が多い。

●地域づくりへの感想

多世代の交流が
出来る場になっ
ていくと良い

子ども食堂に子
どもが来て、そ
こに手の空いて
いる大人も来て
交流できるよう
な場に



■グループ④ 【続き】

市民センターが、学校にある
と、子供たちは地域の人を覚
えられて、大人（高齢者）は
元気をもらえるのでみなさん
に入っていただきたい

子どもたちは
ほめられること
が少ない…家族
以外の大人から
も褒めてほしい

多世代の交流の
場としたい

⑤公共施設再編

●その他
全体として、先
のために若い世
代の参画を

この推進会議へ
の参画をうまく
若世代へ

（中学生など）

その日だけなら、
子育て世代は
参加しやすい

子育て世帯はお
手伝いシステム

だと
行きやすい

PTAは、１年
で交代するので、
会議メンバーは
難しい

PTAの依頼は
実働のお手伝い
が参加しやすい

参加者が
決まっている

制服のうけわた
し（メルカリよ
り良いよ）

地域の子ども会
は、なくなりつ
つある

④フリーマーケット

フリーマーケッ
トは、あらかじ
め周知が必要

全域でバザー
11/3中止と
なった

あずかっている
ものがある

他で使ってもい
い？

（使いたい、使
う当てがある場
はあるか？）

このような場で
売ったり、別で
使いたい

ex.ハロウィン
や地域食堂など

で

子ども服や制服
等、安く買える
のはありがたい

●若い世代として、働く世代までではなく、もっと下の中学生・高校生も巻き込んでやっていけると良いとの
意見が多数出た。

●地域の活動に関して、参加者が決まっている実状がある。新たな参画を考えていくにあたって、活動へ子
どもたちが参加するとその親も参加する流れになると思うとのご意見があった。



■グループ⑤

●地域づくりへの感想

時代の流れを
感じた

すごい、
ビックリした

●アクションプランに関する意見

11/21の東団地
のサロンにアル
プスが見に来る

食堂だけでなく、
中身の「おしゃ
べり等」も必要

おしゃべりの
ネタになる
イベント

数が把握
できないと
食の準備が
難しい

①地域食堂

②ハロウィン コピオの一角を
用いる様にする

日曜日が良い
（土曜ではな
く）

ハロウィン
だけでなく、
クリスマスも

準備の飾りつけ
を若い人に募る

この様に
広げると
良い面が
ある

２０年位先
の視点が
新鮮

関わらないと、
考えない

皆さん（若い人）
に余裕ない

皆さんに
関わってほしい

最初は分からない
が、分かってくる
と積極的になる

時間がある年寄り
が動いて若い人達
へアプローチ

若い世代の参加は
難しい面がある

若い世代の参加

若い人達は
「役を押し付けら
れる」事を心配
して参加しない
のでは

年配者が積極的に
動かなければ

自治会の活動と
地域づくりが
重なると良い

無料では
出来ない

③目的別教室
包括に来てもら
いスマホ教室

西団地連合
西アパ連合
の防災訓練に参

加

←R5.10.21
＋
南団地

④フリーマーケット

東団地で1回
開催した
（コロナ前）

コピオで
開催すると
良い

←若い人も
来やすい

●町会・自治会の活動に関わる人が減り、活動の
存続が厳しいと感じている一方、複数の町会や団
体が集まって地域の問題・課題をより広い視点で
話しあうのは良いので、地域に帰って情報を共有
したいとの意見が出た。

●地域食堂やイベントも、いろいろな活動・人が集
まって交流する場にしたいとの意見が出た。



■グループ⑥

地域づくりの重要性は理解しつつも、担い手が不足して固定化して
いること、活動の負担感から継続や広がりが難しくなっている課題が
共有された。そのため、無理せず楽しんで活動できる場が重要との意
見があがった。

楽しみながら活動することによって、地域コミュニティの中につながり
や居場所ができ、地域の役に立っているという実感から結果的に幸福
感につながるので、そのような活動の場が重要との共通認識をもった。

●地域づくりへの感想

●アクションプランに関する意見

地域の有資格者
に教室講師を

次世代のつなぎ
行事を通して
行いたい

身近な近所だけ
でなく、幅広い
つながりを
活用しては

担い手の
世代交代
が課題

若い世代にも
参加出来ない
事情がある

楽しくないと
続かない

無理しないで
やることが大事

担い手の課題

③目的別教室

防災教室
（教育）

小学生のうちか
ら地域の防災活
動に引き込む

教室なら出来る
人もいると思う

水害対策にも
取り組むべき

担い手が不足
（限定的）

人の輪が
拡がらない

誰かの
役に立てる
自己肯定感

役割がある
＝居場所がある

長房全体として
は防災活動
さかん

既にアクション
プランに
携わっている

・アクションプラン全体に対して （ ①地域食堂 ②ハロウィン ③目的別教室 ④フリーマーケット ）

地域組織の
メンバーの
固定化



■グループ⑦

●地域づくりへの感想

有償と無償では
全然違う

●アクションプランに関する意見

地域で
楽しみながら
活動しています

３年前に引越し。
長房ファーム、
子供食堂に関わる

長房のイメージは
団地

子どもが家に
入れないときに
集会所が使えない。
子どもが困っていた。

一般利用を

高齢者支援も
一定程度必要

③目的別教室

スマホ教室いい

人と場所は
用意できる！

西アパートで
10年以上副会長
八王子に80年

交通安全、安全パト
ロール10数年

地域に郵便局や
ポストがない

サロン活動が衰退
してきた。今後どう
したら良いか

子どもの関係に力を
入れてほしい。

担い手として全てを抱
えると自分の時間がな
い。責任が持てない

地域をどうにかしたい。
大学卒業してからずっ

と八王子。
子育て世代

PTAもやっている

地域で防災活動に
取り組んでいる。
まだ答えは

見つかっていない

城山手も長房と同じ
子ども会も無くなった。
なぜ現役が出ていく
のかを調べたい

地域食堂やってみたい。
船田小との連携がある

スマホ教室
城山手で実施。
学生に一部謝礼を
出している

スマホをすぐ知れる
場所。分からないこと
が突然出るので
すぐに聞きたい

長房小学校校長。
城山手に引っ越して
きた。地域とともに
学校をつくりたい

①地域食堂

②ハロウィン

船田小でも
やりたいと思っていた

子どもに安心感を
与える。

地域と関わる活動が
必要

あいさつ運動
⇔子どもは学校を
出たら話をしては
いけないと教育

長房ファームの食材を
地域の祭りや

フリマで活用したい

④フリーマーケット

東団地のハロウィンを
広げると充実できる

稼いだお金を使って
学校の修繕をした
(日野市の例）

防災士の資格をもつ人
講師として
子どもたちに
指導してもらう

地域の方々との交流
（炊き出しなど）

長房ファームは
地域と学校が一体と
なって取り組んでいる
➡地域で体制を事前に

組んでいた

子ども達の勉強も
加えていきたい

取組課題 活動の存続

関わっている
活動

各自が担っている活動の現状を共有した。その中でも、子育て世代
の転出が多く、子ども会がなくなっているとの話から、若い世代が地
域から出ていかずに次の世代として地域に残ってもらえるような地域
づくりが必要との意見があがった。

スマホ教室などの目的別教室について、いつでも行ける・集まれる
オープンな場所がよいとの意見が出た。


